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１．はじめに 

 

従来、地方公共団体における会計制度は、予算の適正かつ確実な執行を図るという観点から、単式簿記によ

る現金主義会計を採用してきました。 

一方、財政の透明性を高め、説明責任をより適切に図る観点から、単式簿記による現金主義会計では把握で

きない情報（ストック情報（資産・負債）や見えにくいコスト情報（減価償却費等））を住民や議会に説明する必要が

一層高まっており、そのためには、その補完として複式簿記による発生主義会計の導入が求められるようになり

ました。 

このような動きを受け、国（総務省）は、平成27年１月に「統一的な基準による地方公会計マニュアル」を公表

し、当該基準による財務書類を平成29年度までに全ての地方公共団体において作成するよう要請しました。 

本村ではこの要請を受け、平成29年度決算（平成30年度作成）から、「統一的な基準」による財務書類を作成

し、公表してまいります。 

 

２．統一的な基準による財務書類とは 

 

 従来の地方公会計制度は、歳入歳出予算の実績を明らかにし、財政上の責任を明確にすることを目的として設

計されていることから、予算の執行や現金収支の把握に適したものとなっています。 

 その反面、これまでに資産がどの程度形成されていて、その財源の内訳がどのようになっているかについて

の情報（ストック情報）が不十分であり、また、現金主義に基づく公会計制度においては、現金支出以外に発生し

ている行政コスト（償却資産費など）を把握することができません。 

 そこで、現金収支だけでなく、これまでに蓄積された資産や発生した経費を含めて分析・公表するために民間

企業の会計方法を取り入れたものが、統一的な基準による財務書類、すなわち、貸借対照表、行政コスト計算

書、純資産変動計算書及び資金収支計算書の４表です。この財務４表の関係を図示すると次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※①貸借対照表の資産のうち「現金預金」の金額は、資金収支計算書の本年度末残高に本年度末歳計外現金

残高を足したものと対応します。 
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※②貸借対照表の「純資産」の金額は、資産と負債の差額として計上されますが、これは純資産変動計算書

の期末残高と対応します。 

※③行政コスト計算書の「純行政コスト」の金額は、純資産変動計算書に記載されます。 

 

（１）貸借対照表とは 

 

地方公共団体の決算書は、1年間にどのような収入があり、何にいくら使ったのかを明らかにするものです

が、現在どれだけの資産があり、どれだけの負債があるのかわかりにくいものとなっています。 

貸借対照表は、これまでに取得した土地や建物などの資産の状況とその資産を形成するための財源がどのよう

に調達されたのかを明らかにする財務書類です。 

この貸借対照表では、左側（借方）に地方公共団体が保有している土地・建物・預金などの「資産」を示し、右側

（貸方）にその資産を形成したために将来の世代が負担し今後支払いが必要な「負債」と、これまでの世代が既

に負担した「純資産」がどれだけあるのかが示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）行政コスト計算書とは 

 

行政コスト計算書は一会計期間中における費用（コスト）・収益の取引高を明らかにすることを目的とする計算

書です。 

行政コスト計算書は、経常費用、経常収益、臨時損失、臨時利益の4つに区分表示され、行政コスト計算書の

収支尻である純行政コストは、純資産変動計算書にも計上されます。 

 

（３）純資産変動計算書とは 

 

純資産変動計算書は、一会計期間中の純資産の変動額とその要因を示す計算書です。純資産変動計算書に

よって、行政コスト計算書で表示した当該会計年度中における純行政コストが税収や補助金等でどのように賄わ

れ、変動したか明らかになります。 

 

 

 

 

 

 

 

資 産 

（土地・建物・預金等） 

 

 

 

 

 

負 債 

（地方債・未払金等） 

 

 

 

純資産 

（税収、国県補助金等） 

 

将来の世代に引き継ぐ社会資本 

将来の世代の負担 

これまでの世代の負担 
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（４）資金収支計算書とは 

 

資金収支計算書は、資金の流れを性質の違いから3つの活動区分に分けています。「業務活動収支」は継続

的に発生する資金収支を、「投資活動収支」は固定資産等の資産形成に伴い臨時・特別に発生する収支を、「財

務活動収支」では業務活動収支及び投資活動収支以外の収支を表示しています。 

資金収支計算書の収支尻である「本年度末資金残高」に「本年度末歳計外現金」の金額を加えたものが、貸借

対照表上の「現金預金」の額と一致します。 

 

（５）連結財務諸表の対象範囲 

 

関連団体を連結して一つの行政サービス実施主体と捉え、公的資金等によって形成された資産の状況、その

財源とされた負債・純資産の状況、さらには行政サービス提供に要したコストや資金収支の状況などを総合的に

明らかにすることが求められています。連結財務諸表とは、関連団体との間での繰出・繰入の処理を相殺し、合

計した財務諸表になります。 

一般会計等に公営事業会計を加えたものを全体財務諸表、全体財務諸表に関連団体を加えたものを連結財

務諸表といいます。 
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財務書類作成の際の連結対象となる会計 

※ 地方公営企業会計移行期間のため連結対象外としていた「公共下水道事業特別会計」「農業集落排水事

業特別会計」については、令和２年度から地方公営企業法の適用を受けた「下水道事業会計」に移行いた

ため、令和２年度より連結の対象とする。 

※ 第三セクター等については、村から２５％以上を出資している団体が対象。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分     対象となる会計等 

一般会計等 一般会計   

  特別会計 墓地特別会計 

地方公営企業会計     国民健康保険特別会計 

      介護保険事業特別会計 

      後期高齢者医療特別会計 

    
うち公営 

企業会計 

水道事業会計 

    
工業用水道事業会計 

下水道事業会計 

一部事務組合     白河広域市町村圏整備組合 

広域連合    福島県市町村総合事務組合 

      福島県後期高齢者医療広域連合 

地方三公社     白河土地開発公社 

第三セクター等     一般社団法人 西郷農業公社 

   甲子温泉開発株式会社 
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（単位：円）

金　　額 金　　額
【資産の部】 【負債の部】
固定資産 39,814,907,754 固定負債 6,285,122,258
有形固定資産 36,182,945,507 地方債 5,356,079,013
事業用資産 13,012,647,964 長期未払金 -
土地 4,734,986,173 退職手当引当金 904,289,000
立木竹 - 損失補償等引当金 -
建物 19,329,648,794 その他 24,754,245
建物減価償却累計額 △ 12,370,220,176 流動負債 817,267,447
工作物 1,061,057,761 １年内償還予定地方債 566,660,955
工作物減価償却累計額 △ 274,454,588 未払金 25,278,093
船舶 - 未払費用 -
船舶減価償却累計額 - 前受金 -
浮標等 - 前受収益 -
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 88,117,971
航空機 - 預り金 128,736,275
航空機減価償却累計額 - その他 8,474,153
その他 - 7,102,389,705
その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 531,630,000 固定資産等形成分 42,869,103,275

インフラ資産 23,047,500,524 余剰分（不足分） △ 5,968,872,337

土地 3,488,915,196

建物 42,387,000

建物減価償却累計額 △ 29,569,343

工作物 41,378,048,596

工作物減価償却累計額 △ 21,959,158,225

その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 126,877,300

物品 697,353,924

物品減価償却累計額 △ 574,556,905

無形固定資産 -

ソフトウェア -

その他 -

投資その他の資産 3,631,962,247

投資及び出資金 957,909,057

有価証券 21,365,000

出資金 936,544,057

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 105,855,057

長期貸付金 48,611,479

基金 2,528,512,000

減債基金 58,211,000

その他 2,470,301,000

その他 -

徴収不能引当金 △ 8,925,346

流動資産 4,187,712,889

現金預金 889,181,979

未収金 223,334,440

短期貸付金 5,834,728

基金 3,071,246,000

財政調整基金 3,071,246,000

減債基金 -

棚卸資産 -

その他 -

徴収不能引当金 △ 1,884,258 36,900,230,938

44,002,620,643 44,002,620,643資産合計

負債合計

純資産合計

負債及び純資産合計

一般会計等貸借対照表
（令和　４年　３月３１日現在）

科　　　　　　目 科　　　　　　目

- 5 -



（単位：円）
金　　　額

経常費用 10,450,425,701
業務費用 6,331,085,504
人件費 1,586,824,536
職員給与費 1,280,096,251
賞与等引当金繰入額 967,316
退職手当引当金繰入額 -
その他 305,760,969

物件費等 4,620,097,584
物件費 3,033,773,433
維持補修費 293,866,197
減価償却費 1,292,457,954
その他 -

その他の業務費用 124,163,384
支払利息 35,938,721
徴収不能引当金繰入額 -
その他 88,224,663

移転費用 4,119,340,197
補助金等 2,699,810,827
社会保障給付 1,004,863,438
他会計への繰出金 386,918,346
その他 27,747,586

経常収益 254,105,437
使用料及び手数料 76,368,793
その他 177,736,644

純経常行政コスト 10,196,320,264
臨時損失 92,233,895
災害復旧事業費 61,997,100
資産除売却損 30,236,795
投資損失引当金繰入額 -
損失補償等引当金繰入額 -
その他 -

臨時利益 △ 51,959,026
資産売却益 346,708
その他 △ 52,305,734

純行政コスト 10,340,513,185

一般会計等行政コスト計算書
自　令和　３年　４月　１日
至　令和　４年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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（単位：円）

合計
固定資産等形成分

余剰分
（不足分）

前年度末純資産残高 36,204,020,301 42,192,135,512 △ 5,988,115,211
純行政コスト（△） △ 10,340,513,185 △ 10,340,513,185
財源 10,926,338,489 10,926,338,489
税収等 6,385,723,853 6,385,723,853
国県等補助金 4,540,614,636 4,540,614,636

本年度差額 585,825,304 585,825,304
固定資産の変動（内部変動） 536,915,115 △ 536,915,115
有形固定資産等の増加 1,457,470,922 △ 1,457,470,922
有形固定資産等の減少 △ 1,296,571,051 1,296,571,051
貸付金・基金等の増加 589,606,132 △ 589,606,132
貸付金・基金等の減少 △ 213,590,888 213,590,888

資産評価差額 - -
無償所管換等 140,052,648 140,052,648
内部取引 - -
その他 △ 29,667,315 △ 29,667,315
本年度純資産変動額 696,210,637 676,967,763 19,242,874
一般財源等充当調整額 - -
本年度末純資産残高 36,900,230,938 42,869,103,275 △ 5,968,872,337

一般会計等純資産変動計算書
自　令和　３年　４月　１日
至　令和　４年　３月３１日

科　　　　　　　　　目

- 7 -



（単位：円）

金　　　額

【業務活動収支】
業務支出 9,144,421,106
業務費用支出 5,027,480,909
人件費支出 1,585,857,220
物件費等支出 3,327,639,630
支払利息支出 35,938,579
その他の支出 78,045,480

移転費用支出 4,116,940,197
補助金等支出 2,699,810,827
社会保障給付支出 1,004,863,438
他会計への繰出支出 386,918,346
その他の支出 25,347,586

業務収入 10,904,918,024
税収等収入 6,398,963,640
国県等補助金収入 4,303,008,306
使用料及び手数料収入 77,447,393
その他の収入 125,498,685

臨時支出 88,120,800
災害復旧事業費支出 61,997,100
その他の支出 26,123,700

臨時収入 39,900
業務活動収支 1,672,416,018
【投資活動収支】
投資活動支出 1,937,502,922
公共施設等整備費支出 1,457,470,922
基金積立金支出 288,632,000
投資及び出資金支出 -
貸付金支出 191,400,000
その他の支出 -

投資活動収入 614,451,032
国県等補助金収入 400,568,434
基金取崩収入 18,049,000
貸付金元金回収収入 195,486,888
資産売却収入 346,710
その他の収入 -

投資活動収支 △ 1,323,051,890
【財務活動収支】
財務活動支出 572,012,948
地方債償還支出 563,316,263
その他の支出 8,696,685

財務活動収入 226,335,000
地方債発行収入 226,335,000
その他の収入 -

財務活動収支 △ 345,677,948
本年度資金収支額 3,686,180
一般財源等充当調整額 -
前年度末資金残高 756,759,524
本年度末資金残高 760,445,704

前年度末歳計外現金残高 120,743,379
本年度歳計外現金増減額 7,992,896
本年度末歳計外現金残高 128,736,275
本年度末現金預金残高 889,181,979

一般会計等資金収支計算書
自　令和　３年　４月　１日
至　令和　４年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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注  記 

 

１ 重要な会計方針 

（１）有形固定資産等の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産･･･････････････････････････････取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和５９年度以前に取得したもの･･･････････再調達原価 

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

イ 昭和６０年度以後に取得したもの 

取得原価が判明しているもの･･････････････取得原価 

取得原価が不明なもの････････････････････再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

② 無形固定資産･･･････････････････････････････原則として取得原価 

ただし、取得原価が不明なものは、再調達原価としています。 

 

（２）有価証券等の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券･･･････････････････････償却原価法（定額法） 

② 満期保有目的以外の有価証券 

   ア 市場価格のあるもの･････････････････････････会計年度末における市場価格 

                                   （売却原価は移動平均法により算定） 

イ 市場価格のないもの･････････････････････････取得原価（または償却原価法（定額法）） 

③ 出資金 

   ア 市場価格のあるもの･････････････････････････会計年度末における市場価格 

                                   （売却原価は移動平均法により算定） 

イ 市場価格のないもの･････････････････････････出資金額 

 

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

① 原材料、商品等･････････先入先出法による低価法 

② 販売用土地････････････・地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行規則第４条第２項に各号に

掲げる方法 

 

（４）有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物  ２年～５０年 

工作物 ２年～５０年 

物品  ２年～１５年 

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

（ソフトウェアについては、当町における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。） 

③ リース資産 
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所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が１年以内のリース取引及びリース契

約１件あたりのリース料総額が３００万円以下のファイナンス・リース取引を除きます） 

･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

 

（５）引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

未収金、長期延滞債権及び長期貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込

額を計上しています。 

② 賞与等引当金 

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額につい

て、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

③ 退職手当引当金 

期末日に在職する特別職・全職員が自己都合等により退職するとした場合の退職手当要支給額を計上

しています。 

④ 損失補償等引当金 

      履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関する法律

に規定する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。 

 

（６）リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア  所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が1 年以内のリース取引及びリース料総額が300 

万円以下のファイナンス・リース取引を除きます） 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

イ  ア以外のファイナンス・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

（７）資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物としています。なお、出納整理期間における取引により発

生する資金の受払いを含んでいます。 

 

（８）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

①  消費税及び地方消費税の会計処理 

税込方式によっています。 

②  物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額又は見積価格が100 万円（美術品は300 万円）以上の場合に資産として計

上しています。ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。 
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２ 重要な会計方針の変更等 

（１）  会計方針の変更 

 当該事項はありません。 

（２）  表示方法の変更 

 当該事項はありません。 

（３）  連結資金収支計算書における資金の範囲の変更 

 当該事項はありません。 

 

３ 重要な後発事象 

（１）  主要な業務の改廃 

当該事項はありません。 

（２）  組織・機構の大幅な変更 

当該事項はありません。 

（３）  地方財政制度の大幅な改正 

  当該事項はありません。 

（４）  重大な災害等の発生 

  当該事項はありません。 

 

４ 偶発債務 

（１） 保証債務及び損失補償債務負担の状況 

当該事項はありません。 

（２） 係争中の訴訟等 

当該事項はありません。 

 

５ 追加情報 

（１）財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項 

①  対象範囲（対象とする会計名） 

一般会計、墓地特別会計 

②  一般会計等と普通会計の対象範囲等の差異 

一般会計などと普通会計の対象範囲は同じです。 

③  地方自治法第235条の5の規定により出納整理期間が設けられています。当会計年度に係る出納整理

期間（平成31年4月1日～5月31日）における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の

計数としています。 

④  地方公共団体財政健全化法における健全化判断比率の状況 

実質赤字比率      － ％ 

連結実質赤字比率   － ％ 

実質公債費比率    3.3 ％ 

将来負担比率      － ％ 

※  実質赤字比率、連結赤字比率、将来負担比率は赤字額、将来負担額がないため、「－」で表示 

しています。 
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⑤  利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額    １７１千円 

 

⑥  繰越事業に係る将来の支出予定額  389，209千円 

 

（２） 貸借対照表に係る事項 

①  売却可能資産に係る資産科目別の金額及びその範囲 

ア 範囲 

   普通財産のうち活用が図られていない公共資産 

イ 内訳 

   事業用資産 

    土地 437,380千円 

    建物 13,315千円 

上記の金額は令和4年3月31日時点における期末簿価を記載しています。 

②  減債基金に係る積立不足額 

該当ありません。 

③  基金借入金（繰替運用）の内容 

該当ありません。 

④  地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に含まれ

ることが見込まれる金額         9,095,512千円 

⑤  地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次のとおりです。 

標準財政規模          6,227,501千円 

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額    923,942千円 

将来負担額          9,234,298千円 

充当可能基金額        6,134,922千円 

特定財源見込額           28,044千円 

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額         7,354,053千円 

⑥  地方自治法第234 条の３に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務金額 

 33,229千円 

 

（３）純資産変動計算書に係る事項 

純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容 

貸借対照表の純資産における固定資産等形成分とは、資産形成のために充当した資源の蓄積をいい、固定

資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金を加えた額を計上しています。また、余剰分（不足分）とは、

費消可能な資源の蓄積（原則として金銭）をいい、純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を

計上しています。 
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（単位：円）

金　　額 金　　額
【資産の部】 【負債の部】
固定資産 58,525,917,713 固定負債 11,014,886,851
有形固定資産 53,522,067,831 地方債等 9,986,690,033
事業用資産 13,012,647,964 長期未払金 -
土地 4,734,986,173 退職手当引当金 904,289,000
立木竹 - 損失補償等引当金 -
建物 19,329,648,794 その他 123,907,818
建物減価償却累計額 △ 12,370,220,176 流動負債 10,226,678,534
工作物 1,061,057,761 １年内償還予定地方債等 1,050,819,539
工作物減価償却累計額 △ 274,454,588 未払金 79,737,973
船舶 - 未払費用 -
船舶減価償却累計額 - 前受金 9,303,992,394
浮標等 - 前受収益 △ 476,835,360
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 94,986,821
航空機 - 預り金 128,736,275
航空機減価償却累計額 - その他 45,240,892
その他 - 21,241,565,385
その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 531,630,000 固定資産等形成分 61,580,006,038

インフラ資産 40,196,088,410 余剰分（不足分） △ 18,341,419,958
土地 3,751,241,160 他団体出資等分 -

建物 333,966,642

建物減価償却累計額 △ 95,389,150

工作物 63,099,349,951

工作物減価償却累計額 △ 27,019,957,493

その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 126,877,300

物品 1,660,825,799

物品減価償却累計額 △ 1,347,494,342

無形固定資産 1,002,656,149

ソフトウェア -

その他 1,002,656,149

投資その他の資産 4,001,193,733

投資及び出資金 702,291,057

有価証券 21,365,000

出資金 680,926,057

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 177,101,619

長期貸付金 48,611,479

基金 3,086,938,260

減債基金 58,211,000

その他 3,028,727,260

その他 21,410

徴収不能引当金 △ 13,770,092

流動資産 5,954,233,752

現金預金 2,526,470,629

未収金 352,421,810

短期貸付金 5,834,728

基金 3,071,246,000

財政調整基金 3,071,246,000

減債基金 -

棚卸資産 1,879,420

その他 200,000

徴収不能引当金 △ 3,818,835

繰延資産 - 43,238,586,080

64,480,151,465 64,480,151,465資産合計

負債合計

純資産合計

負債及び純資産合計

全体貸借対照表
（令和　４年　３月３１日現在）

科　　　　　　目 科　　　　　　目
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（単位：円）
金　　　額

経常費用 14,237,946,484
業務費用 7,600,908,521
人件費 1,667,596,337
職員給与費 1,349,330,143
賞与等引当金繰入額 6,017,780
退職手当引当金繰入額 -
その他 312,248,414

物件費等 5,684,096,046
物件費 3,451,582,020
維持補修費 351,850,120
減価償却費 1,875,963,906
その他 4,700,000

その他の業務費用 249,216,138
支払利息 125,254,278
徴収不能引当金繰入額 130,700
その他 123,831,160

移転費用 6,637,037,963
補助金等 5,609,988,939
社会保障給付 1,004,863,438
その他 32,098,048

経常収益 1,675,695,730
使用料及び手数料 842,537,483
その他 833,158,247

純経常行政コスト 12,562,250,754
臨時損失 105,250,639
災害復旧事業費 61,997,100
資産除売却損 30,236,795
投資損失引当金繰入額 -
損失補償等引当金繰入額 -
その他 13,016,744

臨時利益 △ 43,937,028
資産売却益 346,708
その他 △ 44,283,736

純行政コスト 12,711,438,421

全体行政コスト計算書
自　令和　３年　４月　１日
至　令和　４年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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（単位：円）

合計
固定資産等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 42,185,007,612 59,640,836,668 △ 17,455,829,056 -
純行政コスト（△） △ 12,711,438,421 △ 12,711,438,421 -
財源 13,632,430,870 13,632,430,870 -
税収等 7,474,262,493 7,474,262,493 -
国県等補助金 6,158,168,377 6,158,168,377 -

本年度差額 920,992,449 920,992,449 -
固定資産の変動（内部変動） 1,799,116,722 △ 1,799,116,722
有形固定資産等の増加 2,346,431,720 △ 2,346,431,720
有形固定資産等の減少 △ 1,004,280,020 1,004,280,020
貸付金・基金等の増加 697,499,161 △ 697,499,161
貸付金・基金等の減少 △ 240,534,139 240,534,139

資産評価差額 - -
無償所管換等 140,052,648 140,052,648
他団体出資等分の増加 - -
他団体出資等分の減少 - -
比例連結割合変更に伴う差額 - -
その他 △ 7,466,629 △ 7,466,629
本年度純資産変動額 1,053,578,468 1,939,169,370 △ 885,590,902 -
本年度末純資産残高 43,238,586,080 61,580,006,038 △ 18,341,419,958 -

全体純資産変動計算書
自　令和　３年　４月　１日
至　令和　４年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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（単位：円）

金　　　額

【業務活動収支】
業務支出 12,358,644,749
業務費用支出 5,724,006,786
人件費支出 1,665,301,705
物件費等支出 3,829,035,643
支払利息支出 105,467,610
その他の支出 124,201,828

移転費用支出 6,634,637,963
補助金等支出 5,609,988,939
社会保障給付支出 1,004,863,438
その他の支出 29,698,048

業務収入 14,759,276,616
税収等収入 7,490,110,465
国県等補助金収入 5,920,562,047
使用料及び手数料収入 843,616,083
その他の収入 504,988,021

臨時支出 101,962,744
災害復旧事業費支出 61,997,100
その他の支出 39,965,644

臨時収入 1,942,006
業務活動収支 2,300,611,129
【投資活動収支】
投資活動支出 2,433,129,151
公共施設等整備費支出 1,917,216,151
基金積立金支出 324,473,000
投資及び出資金支出 40,000
貸付金支出 191,400,000
その他の支出 -

投資活動収入 737,232,005
国県等補助金収入 438,235,979
基金取崩収入 44,926,000
貸付金元金回収収入 195,486,888
資産売却収入 346,710
その他の収入 58,236,428

投資活動収支 △ 1,695,897,146
【財務活動収支】
財務活動支出 1,039,765,015
地方債等償還支出 1,031,068,330
その他の支出 8,696,685

財務活動収入 578,325,008
地方債等発行収入 549,035,000
その他の収入 29,290,008

財務活動収支 △ 461,440,007
本年度資金収支額 143,273,976
前年度末資金残高 2,254,460,378
比例連結割合変更に伴う差額 -
本年度末資金残高 2,397,734,354

前年度末歳計外現金残高 120,743,379
本年度歳計外現金増減額 7,992,896
本年度末歳計外現金残高 128,736,275
本年度末現金預金残高 2,526,470,629

全体資金収支計算書
自　令和　３年　４月　１日
至　令和　４年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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（単位：円）

金　　額 金　　額
【資産の部】 【負債の部】
固定資産 59,499,313,150 固定負債 11,932,754,870
有形固定資産 54,580,346,501 地方債等 10,182,151,487
事業用資産 13,483,301,570 長期未払金 868,196
土地 4,777,433,397 退職手当引当金 939,249,528
立木竹 - 損失補償等引当金 -
建物 19,987,951,760 その他 810,485,659
建物減価償却累計額 △ 12,707,004,417 流動負債 10,315,792,296
工作物 2,650,261,831 １年内償還予定地方債等 1,094,830,121
工作物減価償却累計額 △ 1,756,971,001 未払金 90,484,309
船舶 - 未払費用 10,576
船舶減価償却累計額 - 前受金 9,303,992,394
浮標等 - 前受収益 △ 476,835,360
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 113,320,334
航空機 - 預り金 130,933,264
航空機減価償却累計額 - その他 59,056,658
その他 - 22,248,547,166
その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 531,630,000 固定資産等形成分 62,564,361,067

インフラ資産 40,702,510,339 余剰分（不足分） △ 19,059,567,057
土地 3,764,217,658 他団体出資等分 4,000,000

建物 494,088,811

建物減価償却累計額 △ 166,496,526

工作物 63,799,684,668

工作物減価償却累計額 △ 27,318,857,264

その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 129,872,992

物品 2,293,784,707

物品減価償却累計額 △ 1,899,250,115

無形固定資産 1,421,939,272

ソフトウェア 855,397

その他 1,421,083,875

投資その他の資産 3,497,027,377

投資及び出資金 37,383,300

有価証券 21,365,000

出資金 16,010,500

その他 7,800

投資損失引当金 -

長期延滞債権 177,174,663

長期貸付金 48,743,359

基金 3,247,474,737

減債基金 58,211,000

その他 3,189,263,737

その他 21,410

徴収不能引当金 △ 13,770,092

流動資産 6,258,028,026

現金預金 2,807,078,536

未収金 358,968,941

短期貸付金 5,834,728

基金 3,082,205,590

財政調整基金 3,082,205,590

減債基金 -

棚卸資産 4,327,309

その他 3,492,051

徴収不能引当金 △ 3,879,129

繰延資産 - 43,508,794,010

65,757,341,176 65,757,341,176資産合計

負債合計

純資産合計

負債及び純資産合計

連結貸借対照表
（令和　４年　３月３１日現在）

科　　　　　　目 科　　　　　　目
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（単位：円）
金　　　額

経常費用 15,969,491,554
業務費用 8,417,530,597
人件費 1,929,115,897
職員給与費 1,581,227,132
賞与等引当金繰入額 24,351,293
退職手当引当金繰入額 -
その他 323,537,472

物件費等 6,158,905,270
物件費 3,777,483,159
維持補修費 394,751,810
減価償却費 1,975,482,225
その他 11,188,076

その他の業務費用 329,509,430
支払利息 129,248,254
徴収不能引当金繰入額 131,690
その他 200,129,486

移転費用 7,551,960,957
補助金等 6,521,025,716
社会保障給付 1,008,569,658
その他 32,278,045

経常収益 1,972,836,581
使用料及び手数料 939,345,592
その他 1,033,490,989

純経常行政コスト 13,996,654,973
臨時損失 106,995,618
災害復旧事業費 61,997,100
資産除売却損 31,981,774
投資損失引当金繰入額 -
損失補償等引当金繰入額 -
その他 13,016,744

臨時利益 △ 39,684,834
資産売却益 804,358
その他 △ 40,489,192

純行政コスト 14,143,335,425

連結行政コスト計算書
自　令和　３年　４月　１日
至　令和　４年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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（単位：円）

合計
固定資産等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 42,468,632,281 60,627,201,368 △ 18,175,068,452 16,499,365
純行政コスト（△） △ 14,143,335,425 △ 14,143,335,425 -
財源 15,064,740,089 15,064,740,089 -
税収等 7,485,159,754 7,485,159,754 -
国県等補助金 7,579,580,335 7,579,580,335 -

本年度差額 921,404,664 921,404,664 -
固定資産の変動（内部変動） 1,798,622,366 △ 1,798,622,366
有形固定資産等の増加 2,346,431,720 △ 2,346,431,720
有形固定資産等の減少 △ 1,004,741,509 1,004,741,509
貸付金・基金等の増加 697,499,161 △ 697,499,161
貸付金・基金等の減少 △ 240,567,006 240,567,006

資産評価差額 - -
無償所管換等 138,537,333 138,537,333
他団体出資等分の増加 - -
他団体出資等分の減少 - -
比例連結割合変更に伴う差額 △ 12,499,365 △ 12,499,365
その他 △ 7,280,903 △ 7,280,903
本年度純資産変動額 1,040,161,729 1,937,159,699 △ 884,498,605 △ 12,499,365
本年度末純資産残高 43,508,794,010 62,564,361,067 △ 19,059,567,057 4,000,000

連結純資産変動計算書
自　令和　３年　４月　１日
至　令和　４年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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